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我々は，非古典的HLA class I分子であるHLA-E， -F， 
-Gが，胎盤に強く発現し，特に HLA-Gは，妊娠免疫に
重要な分子であることを示してきた．しかし，HLA-F
は，その機能については全く不明であり，妊娠免疫にお
ける機能も不明である． 
我々は HLA-Fの妊娠機構における役割を解明すべ
く，17年度，カニクイザル胎盤 2検体における HLA-F
および HLA-G相同性分子の発現を調べたところ，カニ
クイザル胎盤にも HLA-F，HLA-Gが発現していること
がわかった．これらのことから，HLA-F（Mamu-F），
HLA-G（Mamu-G）はヒトのみならず，カニクイザルに
おいても妊娠免疫に関与している可能性を示した． 
18年度には，ニホンザル胎盤 2検体についてHLA-G，
HLA-Fの発現を検討した．HLA-Fは，カニクイザル同
様，絨毛外トロホブラスト，絨毛トロホブラストに発現
